
〔集まって暮らす ・ 働く〕

建築設計 B1　第 1 課題

創
造
の
起
点

          設計コンセプト

ものづくりの文化を根付かせる。 居住

者を木工職人・竹細工職人・瓦氏職人・

染物職人とする。 店づくりではなく街

作りを設計の主とし、 商店街の活性化

や静岡県の木材、 林業の現状を学ぶ

場を提供する。 竹細工工房・瓦氏工房・

染物工房には、 計画地中央のものづく

り体験教室で使うことのできる木材を

置いたスラブを差し込んでいる。 訪問

者は敷地を巡り、 職人の技術や知恵

を目にするだろう。 本計画は生活の領

域を表に展開することで、 街の人の創

造の起点となるような新たな住まい方 ・

働き方を提案する。

3 年前期

       設計データ

階数       ： 地上３階建て

構造形式 ： 木造

　　　　　　　 鉄骨構造

　　　　 面積票

　　 1 階 ： ４５０㎡

　　 2 階 ： 370 ㎡

　　 3 階 ： １０５㎡

        計 ： ９２５㎡



建築設計 B1　第 1 課題　〔集まって暮らす ・ 働く〕　創造の起点　 現状課題 ・ ダイアグラム3 年前期

No.1　木工職人を通じた 3 つのネットワーク No.２　ものづくりの文化を根付かせる No.３　特徴的な形状 敷地 B の 3 つのアプローチ

計画地 B
体験教室

計画地 B
体験教室

〔販売〕 〔体験〕 〔展示〕

「住人 （木工職人）」 の流れ

・三つの敷地の住人 ( 木工職人）

が作品を制作し敷地 C で展示、

敷地 A で販売を行う。

「作品」 の流れ 

静岡県はモノづくりの盛んな地域であり、 シャッター街となっ

た浅間通りの活性化に一役買うと考えた。 静岡県は天竜杉

など資源も豊富だが、 近年林業は衰退傾向にある。 木工職

人の技術や知恵を通じて町の活性化や林業の手助けとなる

ことを期待する。 

訪問者がモノづくりを 〔見る〕 〔触れる〕 〔体験〕 など実際に

手にすることで関心や興味を持つことで街にモノづくりの意

識が芽生える。 この行為の繰り返しによって、 やがてモノづ

くりの文化が街に根付くことを期待し提案する。

No.4 断面構成

住戸 A 住戸 B 住戸 C 住戸 D

住戸 A

住戸 A

住戸 B

住戸 B

住戸 C住戸 C 住戸 D

住戸 D 住戸 E

従来のメゾネットタイプ

住戸の配置を各階でずらすなど、 配置をバラバラにする。 デッキを通じ、 コモンスペースを多様な

グラデーションで生み出すことが可能となる。 これにより住民同士の関係性や人の輪が広がる。

本計画

解体

共有部が廊下に限り、 住民同士の関係性が遮断されている。

コモンスペースコモンスペース
住戸

生活の向き
住戸

生活の向き

住戸
生活の向き

住戸
生活の向きパブリックスペース

①

①

②

② ③

③

計画地 A

展示

計画地 B
体験教室

計画地 C

・ 街の人が敷地 C で自由に展示作品を見る

　ことができる場を設ける。

・ 敷地 B で職人たちが体験教室を開く。 

・ 敷地 A で作品を販売する。 

※敷地 A では商店街に住む人以外の売る

場を提供できる場を設ける。

販売

計画地 A

展示
計画地 C

販売

・ ３つの敷地に住まう木工職人は敷地 A　

に職人の作品を販売しに行く。 

・同様に敷地 B に体験教室を行いに行く。

 ・ 同様に敷地 C に作品を展示しに行く。

展示

販売
計画地 A

計画地 C

竹細工工房 染物工房 瓦工房

各工房の前方には東屋やパーゴラを設置する。 各職人の活動領域を広げるほ

か、 商店街を通る人の休憩場となり職人と街の人との接点を生み出す。

No.5 領域構成

敷地南側には高層マンションがあり南面採光が難しい。 各工房の

壁面をガラスのカーテンウォールにすることで、 周囲に柔らかい光

が漏れ出し、 敷地を優しく包み込む。

住戸同士の狭間に生まれたコモンスペースには壁面に机や

棚を設置し、 住民の作業スペース （勉強、 本を読む、 作

るなど） として利用される。

光の向き

住戸の片流れ屋根は生活の向きを意味する。 領域の構成を明確にすることで、プライベートスペー

スからパブリックスペースの間のコモンス領域を豊かにする。

竹細工工房 ・ 瓦氏工房 ・ 染物工房には、 計画地中央のも

のづくり体験教室で使うことのできる木材を置いたスラブを

差し込んでいる。 そこからは吹き抜けを通じ、 各職人の活

動を伺うことができる。 訪問者は敷地を巡り、 職人の技術

や知恵を目にするだろう。

木材置き場

木材置き場

各工房

No.6 動線計画から生まれる視線的誘導
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3 階平面図
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南立面図

断面図 B-B’

東立面図

断面図 A-A’

木工工房

ものづくり体験台所 ・ 風呂 D

台所 ・ 風呂 C

台所 ・ 風呂 H

台所 ・ 風呂 B

台所 A 作業スペース 風呂 A

瓦工房
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